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S-6180形半導体測長用走査電子顕微鏡
半導体デバイスは,ハーフトmから÷

卜mのパターン幅に#‡って微細化の研

究･開発が進行中である｡一方,パタ

ーン形式に用いられるシリコンウェー

ハ寸法は,生産ロット当たりのIC生産

個数を増加させる目的のために,6イ

ンチから8インチへと大口径化が;導入

されつつある｡

従来,8インチウェーハ対応のULSI

外観寸法評価装置としてS-7080形を発

売しており,主に研究･開発部門で便

柑されてきた｡

今回,8インチ生産ラインに適用す

ることを目的として,S-6180形半導体

j則長用走査顕微鏡を開発した(図l)｡

1.主な特長

(1) 8インチウェーハ対応

ウェーハ移動用ステージをⅩ,Y軸と

も200mmの足巨離を持つ構造とし,8イ

を可能とした｡

(2)高い分解能

低加速電圧でも高い分解能が得られ

るコールドFE(冷陰極電界放出電子銃)

を搭載している｡この電二子銃から放出

されたエネルギーのばらつきの少ない

電子ビームを,高励耳遠磁界を採用した

対物レンズによって収束させ,8nmの
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図I S-6180形半導体測長用走査電子顕

ンチウェーハの仝J或に対するアクセス 微鏡

高分解能を1kVの低加速電圧で実現

した｡

2.主な仕様

S-6180形半導体測長用走査電子顕

微鏡の主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所計測器事業部)

表l 主な仕様

項 目 仕 様

分 解 能 8nm(=(V)

ウェーハ寸法 6インチ,8インチ径

ス テ
ー ジ X,Yとも200mm移動

加 速 電 圧 0.7-J.3kV

スループット 8枚/h(5点/ウェーハ測定で)

ウェーハ搬送
メカニカルチャツク(非ベルト方式)

ランダムアクセス方式カセット

倍 率 柑0～ほ0′000倍

測長再現精度 ±0.O15ドm(3♂)

R-3000形超電導FT-NMR装置
核磁気共鳴装置は,有機化合物の構

造解析のための最も重要な分析装置の

一つである｡近年,必要な情報を選択

郎Jに抽出,整理する測定手法が各種開

発され,構造解析の効率が著しく向上

し,その応用範囲がいっそう拡人して

いる｡分析の精度は,磁場が強いほど

良くなるため,超電導磁石を使用する

装置が注目されている｡

7Tの高安定超電導磁二行(H核共鳴

周波数300MHz)を完成し,独亡件のア

ルゴリズムによる高速自動分解能調整

システムや,構造解析を効率化する豊

富な機能を容易に利用できる自動測定

シーケンスを備えた高機能で使いやす

い装置として,今回R-3000形超電導

FT-NMR(フーリエ変換形核磁気共

鳴)装置(図l)を開発した｡独自の超

∃∧二軍

電導磁石は,不可欠な液体ヘリウム供

給の間隔を従来比3倍の約10か月に延

ばし,また分析効率を上げる自動サン

プルチェンジャや自動分析システムを

完備して,｢超電導+を意識する必要

のないシステムとして利用できる｡

l.主な特長

(1)ノレーテン分析対方むの300MHz FT-

NMR

豊富な自動化機能とメンテナンスの

容易な独自の超電導磁石を備えた,高

性合巨ルーチン分析機である｡

(2)i寅算,処理をスピードアップ

演算の高速化,データ点数の拡張,

処理の多重化などで,測定をスピード

アップした｡

(3)多彩なソフトで構造解析に対応

図I R-3000形超電導

FT-NMR装置

DEPT法,C【H COSY,H-H COSY

などの二次元測定,SEMUT法などを

カバーできる｡

(4)液体ヘリウムの補充から開放

補充間隔は約10か月(従来の3倍)な

ので,煩わしいメンテナンスを大幅に

軽減した｡

(5)便利で多彩な自動化機構を準備

5本の試料を装着できるオートサン

プルチェンジャを持つ,豊富な測定モ

ードを自在にリンクし,試料ごとに独

二試して多彩な分析を自動処理できる｡

l.主な仕様

R-3000形超電導FT-NMR装置の主

な仕様を表1にホす｡

(口立製作所計測器事業部)

表l 主な仕様

項 目 仕 様 備 考

磁 場 7.04T

測 定 核 種
1H二300MHz,】3C:75.3MHz 多核は

多核:2ト122MHz オプション

分 プ弊 能 1H≦0.2Hz,13C≦0.1Hz

分解 能 安 定 度 ≦0.2Hzハ2h 13C測定時

スビニングサイドバンド ≦l%

感 度
1H≧70(0.1%エチルベンゼン) ¢5mmC/

13C≧60(10%エチルベンゼン) Hブロー7
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P-7000形MIP-MS元素分析装置

近年,半導体プロセスの不純物管理,

新素材の開発をはじめ,環境分析,医

学,薬学,生化学など幅広い分野で微

量元素の量的な把握が重要になってい

る｡例えば,半導体デバイスの高密度

化に伴い,各種試薬の不純物管理レベ

ルは,サ7小ppbから数pptへと急速に微

量化が求められている｡

無機元素の高感度分析のニーズにこ

たえるため,MIP(マイクロ波励起プラ

ズマ)をイオン源とし,四垂極質量分析

計と一体化した,微量元素の高感度分

析が可能なP-7000形MIP-MS元素分

図I P-7000形MIP-MS元素分析装置

析装置を製品化した(図1)｡

1.主な特長

(1)pptレベルの高感度,多元素測定が

可能

溶液試料中の多くの元素についてppt

(pg/ml)オーダの測定ができる｡

(2)MIPだけが持つスペクトル干渉の

低減

プラズマガス,ネブライザガスに窒

素ガスを用いるMIP-MSでは,アルゴ

ンガスに起因するスペクトル干渉が生

じないため,カリウム,カルシウム,

クロム,マンガン,鉄なども高感度分

析が可能である｡

(3)操作の自動化

真空系の立上げ,プラズマガスの点

火などのシーケンスは自動的に行われ

る｡

(4)豊富な分析モードを内蔵

定性分析,定量分析(検量線法,標

準添加法,内標準法,アイソトープ希

釈,アイソトープ比測定)などの分析モ

ードを内蔵している｡

(5)ランニングコストの低減

2.主な仕様

P-7000形の主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所計測器事業部)

表l 主なイ士様

項 目 仕 様

分 析 対 象 溶液試料

感 度 PPtレベル

イ オ ン 化 マイクロ波プラズマ

周波数,出力 2.45GHz,l.5kW

質 量 範 囲 M/Z O～Z50

真 空 系 全自動,3段差動排気

デー タ 処理
CPUによる測定条件と測定デ

一夕の一括管王里

分析モ ード 定量分析,定性分析

マルチメディア高速基幹ネットワーグ`superJAN

情報通信システムの分散化,高度

化,広域化に対応し,LANでは国際標

準準拠フロアLANや,PBX,動画像

装置を接続できる大容量･超高速のマ

ルチメディア基幹LANへのニーズが高

まってきている｡また,LAN自体の広

J或化や広域網接続が重要になってきて

いる｡

Super LAN∑-600は,このような

LANへの要請および広帯域化といった

広域ネットワークの動向に対応し開発

したものである(図1)｡

1.主な特長

(1)620Mビット/sの伝送速度を実現

CCITTで標主筆化が行われた｢世界的

に統一されたディジタルハイアラーキ+

に準拠した620Mビット/sの高速･大容

量の光ループ伝送を実現している｡

(2)広帯域ISDN技術を採用

広帯域ISDNで用いられる予定の

ATMセル(すべての情報を53バイト単

位にして伝送)やATMセルの多重化伝

送フレーム形式にき準拠し,将来の広帯

域ISDNへ容易に接続できるアーキテク

チャになっている｡

(3)マルチメディアのオープンインタ

フェースをサポート

112

高速LAN接続用としてFDDIインタ

フェース,PBX接続用として2Mビッ

ト/sディジタルインタフェース(TTC標

準),さらに動画像装置用としてNTSC

インタフェースを用意し,マルチメデ

ィアの大規模分散システムの構築が可

能である｡

(4)高信頼性の実現

バックアップマスタノード,ループ

交替,ループバックなど高速基幹LAN

に対応したRAS機能を実現している｡

図I Super LAN ∑-600ノード

∑-600”

2.主な仕様

Super LAN∑-600の主な仕様を

表1に示す｡

(日立製作所情報事業本部 コンピュータ

事業部)

表l 主な仕様

項 目 仕 様

ト ポ ロ ジ
ー

二重ループ(2心光ファイパ使用)

伝 送 速 度 620Mビット/s

伝 送 媒 体
光ファイバケーブル(シングル

モード)

アクセス方式 スロツテッドリング方式

最大ノード台数 127台

最大ノード間距離 10km

接続インタフェース

●高速LANニFDDlインタ7ェ

ース

(トークンリング.csMA/

CDはFDDl経由)
●音声/回線:2Mビット/s

ディジタルインタフェース

(TTC標準)
●動画像:NTSCインタフェース

R A S 機能
ループバック,バックアップ

マスタノードほか

電 源 条 件 AC100V±川%,50/60Hz

寸 法

(幅×奥行き×高き)
約700×約600×約l.120(mm)
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普通紙ファクシミリ"HIFAX50”,"川FAX56MりM2”

ファクシミリはビジネスの必需品と

して普及してきておr),最近は普通紙

記録のニーズが高まりつつある｡

このニーズに対応するため,レーザ

式普通紙記録を採用した普及形

HIFAX50および多機能形HIFAX56

Ml/M2を発売した(図1,図2)｡

1.HIFAX50の主な特長

(1)高睡i質

レーザ式普通紙記金剥こ加え,｢l立製

作所独自の画像処理により,細かい文

字でもシャープに,写真は美しく再現

で､きる｡

区= H肝AX50

孝
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図2 HIFAX56Ml/M2

(2)省スペース

フロントローディング機構を採用し,

省スペースを実現した｡

(3)電子電話帳(ダイヤルバンク)

相手の名前を検索,ワンタッチで自

動送信できる｡さらに受信祇先端に自

動印字するので安心である｡

その他,9秒電送,代行′受信,同報送信,

センターマーク印字などの機能も持つ｡

2.HIFAX56Ml/M2の主な特長

(1)高 画 質

レーザ式普通紙記録に加え,′受信画を

16本/mmで高精細補正記録ができる｡

(2) 6秒電送

表l 主な仕様

14.4kビット/sモデムによって高速6

秒電送を実現した｡また,通信費削i成

が図れる｡

(3)テ小ユアルアクセス

受信中でも,送信原稿をメモリに読

み取るので,待たせなくて済む｡

(4) 3タイプ給紙

最大3段の記録紙カセットを搭載で

き,送信J京稿に合わせて受信できる｡

3.主な仕様

HIFAX50,HIFAX56Ml/M2の主な

仕様を表1に示す｡

(日立製作所情報事業本部情報通信シス

テム事業部)

項 目
仕 様

HIFAX50 HIFAX56Ml/M2

原 稿 サ イ ズ 最大A3判

走 査 線 密 度 8×3.85,7.7,15.4本/mm(HIFAX50は送信だけ)
適 用 回 線 加入電話回線,Fネット(HIFAX50は16Hzサービスだけ)

伝 送 速 度 9.6,7.2,4.8,2.4kビット/s 14.4,lZ几9.6,了.2,4.8,2.4kピット/s

符 号 化 方 式 MH,MR,MMR,独自

電 送 時 間 独自:約9s,約15s,G3:20s台 独自:約6s,G3:20s台

記 録 方 式 レーザプリンタによる普通紙記録

記録紙サイ ズ B4,A4 B4,B5,A4,A5,レター,リーガル

記録紙カセット l段 l段｡2段,3段はオプション

メ モリ 容 量
0.125･0.25Mバイト切り換え可 Ml:0,25Mバイト,M2:lMバイト

(=Ⅵバイトオプション) (lMバイト×2枚:M2のオプション)

消 費 電 力
待機時:約15W 待機時:約40W

動作時:最大約600W 動作時:最大約850W

寸 法

(幅×奥行き×高さ)
約520×495×285(mm) 約455×576×279(mm)

質 量 約24kg 約29kg

ソフトウェア開発支援ツール"SEWB2”,第四世代言語"Hl-UX EAGJE/4GL”

最近,情報システムの高度化に伴い,

ソフトウェアの開発二｢数の短縮,品質

の向上がユーザーの大きな課題となっ

ておr),ソフトウェア開発支援ツール

に対する需要が急速に高まっている｡

ワークステーション2050でも,オー70

ンシステム環境への対ん臼を臼手旨し,Ⅹウ

インドウシステム削),H立Motif※2)上

の開発支援ツールとして,SEWI∃2およ

=二:------エ′′Y′▼-j阜ヨiノ【&辞馳捜一:L
･(

シートぴ〉離任)税野餅き′漉ゾンヨ､エ､Qき

′斗_+≡転､｡

ンイ′′ワト ツケ‾～L

i 竜三
l

【
二法テ～a∴′

ゝ

′洲上
I F

レ

1 ､ざノ∧′てぎくミ貞､

′こ∨貰′‾…′

ニモて二′首

二‾1ノ≡較弓 r首

当

L撃ユ盛

図I SEWB2 PADエディタの例

びHトUX EAGLE/4GLを開発した｡

l.主な!特長

(1)SEWB2

(a) ソフトウェア開発の手川貞技法の

ビジュアル化,開発工程の一貫支援

などによって,ソフトウェアの生産

性を飛躍的に向上させることができ

る｡

(b) ワークステーションで､ソフトウ

ェア開発のテスト工程まで行えるた

め,ホストコンピュータの負荷を著

しく低減することができる｡

(C)定形的な業務の形を標準パター

ン部品として提供するので,ユーザ

ーはそれらを組み合わせてプログラ

ムを作成することができ,生産性が

大幅に向上する｡

(2)HトUX EAGLE/4GL

(a)汎(はん)用コンピュータやオフ

イスプロセッサ上で稼動するアプリ

ケーションを,対象OSに依存するこ

となくワークステーション上で統一

的に開発できる｡

(b)ファイルから印字したい項目を

選択するだけで,帳票のレイアウト

とプログラムを自動生成する｡

(C)処理構成定義によって処理仕様

書を自動生成するため,業務固有の

処理を記述するだけでアプリケーシ

ョンプログラムの開発が行える｡

(日立製作所情報事業本部 コンピュータ

事業部)

※1)Ⅹウインドウシステムは,MIT(マ

サチューセッツ工科大学)で開発さ

れたものである｡

※2)Motifは,OSF(オープン ソフトウ

エア ファウンデーション)の商標で

ある｡
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データ伝送方式

1.本発明の背景

列車,航空機または船舶などの交通

機関や工場プラントなどのシステムを

総合データ伝送ネットワーク化する機

運が高まっている｡その際,信号配線

数および機器などの増設容易性の面か

ら,時分割多重(直列データ)伝送方式

を用いることが有利である｡

しかし,これらシステムで用いられ

ている多くの信号は,フェイルセイブ

惟が要求されている｡

2.本発明の概要

｢時分割多重伝送でのフェイルセイフ

性+を実現するため,危険側情報を送

出する際,フレーム中特定のビットを

このフレームが現れるたびに交番させ

ることとし,このビットの交番の消滅

によって安全側情報の伝送を行うよう

に構成した｡

電気車では,安全上,すべての乗降

用扉が閉じられたことを確認してから,

力行指令を送出する構成となっている｡

各伝送ステーションでは,開扉を確

認してフレーム上の房状態を示すタイ

ムスロット上のイ言号を通過させる

(図1)｡すべての扉が閉じられると,

このタイムスロットに関して一巡伝送

系が成立し,反転部による一巡ごとの

信号反転動作が開始される｡交番信号

検出部でこの交番が検出されているあ

いだ,主制御器に力行指令が与えられ

る｡(卯-1)巡臼のこのタイムスロット

が"0''である場合,伝送路に一つだ

け設けられた反転部で"0”を反転し,

"1”を刀巡目に伝送路に送出する｡こ

のタイムスロットにこの交番が継続する

限r),主制御器に力行指令が送出される｡

3.特長･効果

時分割多重伝送系で,フェイルセイ

フ性が向上するので,車_卜伝送系に限

らず,航空機,船舶,工場プラントな

どのフユイルセイフ性が要求されるシ

ステムに配線が少なく,システムの追

加が容易で,しかも安全なイ云送系を提

時間

(n-り

房状態信号

他のデータ群 ､､0” 他のデータ群
チェリク

フラグ

二}⊥
/毛

ご

ニケ‾

他のデータ群 1 他のデータ群
チェック
フラグ

禾

/七

(れ＋1)
令二

頭

他のチータ群 "011 他のデータ群
チェ,ンク

フラグ

7本:
/i声.

反転部マラー､､､
運転台ST

伝送ST

交番信口和

､
-
､ ノレーム

ノノ

pち.
検出部 ≡

口□毒薬口□
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図1 データ伝送システム概要図

供することができる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特公平2-39903号

｢データ伝送方式+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は･･･株式会社日立製作所 〒100東京都千代田区丸の内一丁日5番l号(新丸ビル)電話(03)3214-31叫直通)知的所有権本部ライセンス第二部特許営業グループ
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■特集 光ディスクファイルシステムの技術とその応用

光ディスクファイルシステムの将来展望

光ディスクファイルシステムを支える情報処理技術

HITFILE650Eと2050Gを利用した整備マニュアル日動出画システム

JALMAPS

新日本製域本社(第2新H裁ビル)における部門OAシステム

ファクシミリ自動ファイルFAXin一日産自動車(株)での事例-

HITFILE650Eによる顧客相談応答システムの概要一日本生命保険相互
会社での事例一

技術資料検索システムー(株)日立製作所情報システム開発本部におけ

るHITFILEの応用システムー

■一般論文

高速カット祇ページプリンタ

高精細レーザプリンタSL-2000

高画質A4判フルカラープリンタ

サイレントてんかせ4方向パッケージエアコン

インバータ制御電子計算機専用パッケージ空調機
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食の色彩学

未知なる深海生物を求めて

復元された町‾工場

業界最高輝度の32形ハイビジョン受信機を開発

しました

20世紀の初夢を見た男-ジュール･ヴュルヌ
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